
金
揮
官
蹟
志
巻
十
五

の
織
旗
百
十
七
本
館
り
建
て
、
加
賀
屋
大
明
紳
と
染
め
込
み
た
る
大

臓
三
本
あ
り
て
、
甚
だ
美
観
た
り
。
中
の
芝
居
は
嵐
吉
三
郎
に
て
.

看
板
出
せ
し
か
ど
も
い
ま
だ
初
め
4
7
0

械
に
加
賀
屋
歌
宥
街
門
は
古

今
に
一
人
た
り
と
、
日
本
中
沙
汰
し
け
る
と
ぞ
。
或
は
云
ふ
。
共
の

l
頃
俳
人
は
梅
室
、
相
撲
は
阿
武
松
、
俳
優
は
芝
翫
・
三
人
と
も
金
津

藩
の
出
生
に
て
、
世
人
三
傑
と
稿
し
、
ひ
と
し
く
美
名
を
天
下
に
著

し
た
る
は
‘
不
思
議
た
る
事
也
と
い
へ
り
。

O
箆
源
寺
前

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
天
和
三
年
十
一
月
算
用
場
よ
り
の
書
出

に
‘
受
源
寺
町
と
あ
り
。
叉
元
総
十
四
年
六
月
川
除
奉
行
の
上
申
書

に
、
犀
川
鍵
源
寺
前
川
除
之
続
き
に
前
品
川
者
岡
地
有
v
之
故
、
定
検
地

奉
行
支
配
設
し
、
御
納
戸
銀
を
以
て
川
除
出
来
之
鹿
、
共
以
来
金
津

町
方
よ
り
家
建
致
し
、
今
程
岡
地
無
v
之
云
々
。
と
あ
り
て
‘
此
地
建

は
往
古
は
法
島
村
の
村
地
な
り
し
か
ど
、
犀
川
洪
水
の
矯
に
中
頃
河

原
と
成
h
v
し
を
‘
更
に
築
出
し
町
地
と
た
し
た
り
。
故
に
三
筒
屋
版

の
六
用
集
に
、
発
源
寺
の
所
付
を
法
嶋
河
原
と
載
せ
た
り
の

。
鑓
源
寺
裏
門
町

小
倉
日
記
に
、
享
保
十
九
年
三
月
五
日
金
津
島
品
源
寺
前
出
火
、
家
二

へ
轄
地
し
て
小
庵
を
再
建
し
、
提
訴
寺
の
寺
鋭
を
連
綿
せ
し
む
。
或

は
目
ふ
1

今
の
法
然
寺
の
本
堂
は
、
そ
の
か
み
発
源
寺
破
却
せ
し
頃
、

発
源
寺
の
建
物
を
ぽ
移
し
‘
法
然
寺
の
建
物
と
注
し
た
り
。
雨
寺
と

も
滞
土
宗
に
て
同
組
在
る
故
也
と
い
へ
り
。

。

土

川

除

廷
貨
の
金
海
固
に
、
今
い
ふ
川
上
新
町
の
上
、
藤
棚
の
漣
よ
り
障
川

の
河
中
に
川
除
の
形
を
描
き
.
上
川
除
と
記
載
す
。
是
今
の
川
縁
怠

る
堤
防
た
る
ぺ
し
。
改
作
所
奮
紀
に
蛾
せ
た
る
‘
元
総
十
四
年
五
月

上
野
村
十
右
衛
門
よ
り
川
除
奉
行
へ
の
願
書
に
、
石
川
郡
笠
舞
村
領

織
亮
源
寺
前
よ
り
上
町
川
除
之
前
遇
、
先
年
御
郡
川
除
有
v
之
慮
、
右

之
内
七
拾
間
程
之
関
川
付
寄
崩
れ
、
今
程
此
所
川
除
よ
り
内
町
家
に

罷
成
り
、
笠
舞
村
田
地
に
構
無
v
之
閥
、
向
後
町
川
除
御
支
配
罷
成
様

被
昌
仰
付
-
可
v
被
v
下
。
と
あ
り
。

O
泊

溺

木

先
源
寺
奮
寺
地
の
尻
地
た
る
川
除
に
水
戸
口
を
付
け
、
摩
川
よ
り
用

水
を
取
れ
り
。
此
の
水
戸
口
を
ぽ
古
来
油
瀬
木
と
呼
ぺ
り
。
此
の
用

水
は
ま
蓉
川
と
稽
し
・
下
流
は
百
姓
町
へ
出
で
、
鱗
町
に
て
倉
月
用

水
へ
合
し
、
泊
車
へ
・
出
づ
る
た
り
。
務
停
に
云
ム
。
昔
油
屋
源
兵
衛

金
滞
官
蹴
志
巻
十
五

四
;¥. 

百
七
十
軒
許
焼
失
と
し
、
鑓
異
記

K
.
寛
延
凶
年
四
月
八
日
犀
川
川

上
新
町
発
源
寺
裏
門
町
下
方
出
火
、
十
九
軒
焼
失
と
あ
り
J

今
此
の

町
名
絶
え
た
り
し
か
ど
‘
門
前
地
に
謝
し
寺
の
尻
地
を
ば
裏
門
町
と

は
呼
び
た
る
怠
る
ぺ
し
。

O
法
性
山
鹿
源
寺

ハム吋》

浮
土
宗
也
。
天
明
六
年
の
由
来
番
に
云
ふ
。
蛍
時
開
基
底
安
三
年
帯

血
管
的
停
建
立
。
寺
地
七
百
歩
。
但
し
地
子
銀
年
中
八
拾
ニ
匁
七
分
、

嘗
山
門
前
・
持
山
等
無
ν
之
。
人
数
借
二
人
下
男
-
人
。
と
記
載
し
、

賓
嶋
川
原
発
源
寺
。
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
櫛
見
に
、
発
源
寺
は
天
明

五
年
に
住
持
破
戒
、
寺
及
a
破
却
刊
と
あ
れ
ど
此
は
制
限
也
。
一
帯
に
、

天
明
六
年
五
月
先
源
寺
住
職
女
犯
破
戒
の
罪
に
依
り
て
、
公
事
場
に

入
牢
し
.
途
に
牢
中
に
死
し
、
寺
破
却
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
但
し
本
寺

よ
り
の
願
に
依
り

τ.
寺
説
は
其
健
本
寺
へ
漬
け
ら
る
。
と
あ
り
。

さ
て
此
の
後
寺
地
は
姥
源
寺
跡
と
て
芦
原
と
成
り
、
地
内
に
健
源
庖

と
蹴
し
、
滞
土
宗
の
庵
室
を
建

τ地
械
を
安
置
し
、
尼
の
庵
室
と
た

し
来
り
け
る
廃
‘
明
治
陵
藩
誼
懸
の
際
再
建
を
申
立
て
、
遂
に
許
可

を
得
て
一
寺
と
た
し
・
卸
ち
魔
源
寺
と
鋭
し
、
寺
院
再
建
せ
し
か
E
.

明
治
十
四
年
十
二
月
自
火
焼
亡
せ
り
。
依
v
之
同
十
八
年
に
川
上
新
町

と
い
ふ
者
、
今
い
ふ
油
寧
の
地
に
初
め
て
水
車
を
取
立
て
、
燈
油
を

制
捜
遣
す
。
共
の
頃
倉
月
用
水
の
み
に
て
は
水
勢
強
か
ら
宇
、
水
車
の

廻
り
あ
し
き
と
て
‘
更
に
犀
川
の
水
を
せ
き
入
れ
た
し
と
の
願
に

て
、
水
戸
口
を
付
け
用
水
を
取
り
た
り
。
泊
寧
の
震
に
せ
き
た
る
水

戸
口
・
な
る
に
よ
り
、
世
人
泊
瀬
木
と
呼
ぺ
り
。
そ
の
用
水
を
も
源
兵

• 

街
川
と
俗
m
併
せ
し
を
、
後
人
呼
び
誤
っ
て
玄
春
川
と
呼
ぺ
り
と
云

ふ
。
按
宇
る
に
、
泊
車
の
地
に
水
車
を
設
け
‘
水
碓
を
建
て
、
燈
泊

を
製
治
し
初
め
た
る
は
、
正
保
年
中
の
事
に
て
、
水
車
を
創
立
せ
し

は
油
屋
奥
助
と
い
ふ
も
の
友
り
。
是
今
竪
町
K
油
商
賀
す
る
多
悶
源

兵
衛
が
先
祖
友
り
。
泊
瀬
木
は
貨
に
源
兵
衛
が
腿
先
奥
助
の
、
水
戸

口
を
付
け
川
水
を
せ
き
入
れ
た
る
が
ゆ
ゑ
に
、
後
々
・
ま
で
も
多
聞
氏

よ
り
水
戸
口
の
掃
除
を
な
し
来
れ
り
と
い
へ
り
。

。
藤
棚
成
語
寺
門
前

成
繭
寺
は
山
伏
に
て
‘
藤
棚
白
山
祉
の
別
賞
・
な
り
。
此
の
門
前
地
た

り
し
ゅ
ゑ
に
、
藤
棚
成
縞
寺
門
前
と
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
.
今
は
藤
棚

と
の
み
呼
ぺ
り
。

。
河
よ
長
詩
人
事
時

金
津
町
合
所
留
記
に
、
藤
棚
成
縞
寺
門
前
越
中
屋
繍
し
げ
母
ま
き
、

四
九




